
モノを売るからふれあいと地域を創るへ

そこにあることで安心できる商店の新しい形
「愛情コンビニ」

地域ふれあいステーション
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地域に根差した商店や商店街に求められているのは大型店舗にはないふれあいと交流の場です。

現在あるコンビニは確かに便利ですが、画一的なサービスで構築されているため、

そこには明確な差があります。それをしっかり活かした時、商店の新しい形にならないでしょうか。

愛情という形の無い物を体現するのは難しいですが、例えば子育て支援や子ども食堂、

子ども110番、高齢者の見守りや宅配サービス、交流スペースの設置、

防災時の支援拠点（電源、食料、水等）などの機能を持たせる等、安心・安全、心の価値を

感じられる「愛情コンビニ」として新たな商店の形を考えます。


